
「ケーブルテレビシステムの技術的条件」のうち、「ケーブルテレビにおける 

IP放送等に関する技術的条件」の検討開始について 

１．検討開始の背景 

IPマルチキャスト方式による放送サービスの技術的条件については、平成 19年 3月 28

日の答申において今後の課題として「国内のサービス状況や国内外の標準化動向を踏まえ、

その必要性も含め継続的な検討を行う必要がある」とされていた。 

4K・8K をはじめとする放送サービスの高度化、テレビ視聴形態の多様化等放送を取り

巻く環境が変化しているとともに、固定ブロードバンド網の広帯域化等を踏まえ、ケーブ

ルテレビ事業者等は、インターネットプロトコル（IP）を活用してこのような環境の変化

に対応する取り組みが進んでいる。 

また、4K・8K推進のためのロードマップ～第二次中間報告～（2015年 7月）に基づき、

CS124/128、ケーブルテレビ、IPTV 等による 4K 実用放送が既に開始されており、平成 30

年 12月には、BS/CS110により 4K・8K実用放送が開始される予定である。 

このような状況の下、総務省では平成 29 年 11 月から IP ネットワークを活用した放送

の普及を図るため「4K・8K 時代に向けたケーブルテレビの映像配信の在り方に関する研

究会（座長：伊東 晋 東京理科大学 教授）」を開催し、ＩＰ放送の技術基準等の在り方

について検討を進め、本年 6月末までに報告書をとりまとめる予定である。 

このような背景を踏まえ、ケーブルテレビの放送サービスの多様化、高度化を図るため、

必要な技術的条件の検討を行うものである。 

２．検討内容 

平成１８年９月２８日付け諮問第２０２４号「ケーブルテレビシステムの技術的条件」

のうち「ケーブルテレビにおける IP放送等に関する技術的条件」 

３．検討体制 

既存の放送システム委員会（主査：伊丹 誠 東京理科大学教授）において検討を行う。 

４．一部答申を予定する時期 

平成３０年１０月頃 

５．一部答申後の行政上の措置 

関係省令等の改正に資する。 
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1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

「
４
K・

８
K時

代
に
向
け
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
映
像
配
信
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」

①
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事

業
に
お
け
る
放

送
の

ＩＰ
化

・
今

後
想

定
さ
れ

る
網

構
成

の
パ

タ
ー
ン
、
R
F
方

式
と
IP
マ

ル
チ
キ
ャ
ス
ト
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
(サ

ー
ビ
ス
、
コ
ス
ト
等
の
観
点
か
ら
)

・
放

送
の

IP
化

の
課

題
と
解

決
の

方
向

性
を
整

理

②
IP
放

送
に
お
け
る
品

質
確

保
の

在
り
方

・
IP
放

送
の

技
術

基
準

(品
質

基
準

)を
検

討

・
利
用
者
保
護
ル
ー
ル
(説

明
義
務
等
)の

整
備
を
検
討

③
そ
の

他
・
IP
放
送
の
進
展
に
伴
い
必
要
と
な
る
課
題
の
抽
出
と
検
討

(中
長
期
的
な
IP
放
送
の
在
り
方
、
技
術
開
発
の
課
題
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
等
)

○
平

成
3
0
年

1
2
月

に
開

始
さ
れ

る
新

４
Ｋ
８
Ｋ
衛

星
放

送
な
ど
の

放
送

サ
ー
ビ
ス
の

高
度

化
、
テ
レ
ビ
の

視
聴

形
態

の
多

様
化

等
、
放

送
を
取

り
巻

く
環

境
が

変
化

し
て
い
る
と
と
も
に
、
固

定
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
の

広
帯

域
化

の
進

展
等

を
踏

ま
え
、
平

成
2
9

年
1
1
月

、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事

業
者

等
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル

(I
P
)を

活
用

し
た
放

送
の

在
り
方

の
検

討
を
開

始

検
討
の
課
題
と⽅

向
性

構
成
員

○
有

識
者

等
(座

長
)

東
京

理
科

大
学

理
工

学
部

教
授

伊
東

晋
(座

長
代

理
)

東
京

大
学

大
学

院
工

学
系

研
究

科
教

授
相

田
仁

早
稲

田
大

学
理

工
学

術
院

教
授

甲
藤

二
郎

明
治

大
学

総
合

数
理

学
部

教
授

鹿
喰

善
明

名
古

屋
大

学
大

学
院

法
学

研
究

科
教

授
林

秀
弥

日
本

政
策

投
資

銀
行

産
業

調
査

部
産

業
調

査
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
室

課
長

柴
田

茂
輝

全
国

消
費

者
生

活
相

談
員

協
会

理
事

石
田

幸
枝

(敬
称

略
)

第
1
回

(1
1
/
2
8
)

・
ヒ
ア
リ
ン
グ

第
2
回

(1
2
/
2
6
)

・
ヒ
ア
リ
ン
グ

第
3
回

(1
/
2
6
)

・
ヒ
ア
リ
ン
グ

第
4
回

(2
/
2
2
)

・
論
点
整
理

第
5
回

(3
/
2
8
)

・
骨
子
案

第
6
回

(4
/
2
3
)

・
報
告
書
案

報 告 書 案 パ ブ コ メ

第
7
回

(6
月

)
・
と
り
ま
と
め

○
オ
ブ
ザ

ー
バ

(関
係

団
体

等
)

日
本

ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
連

盟
、
日

本
ケ
ー
ブ
ル

ラ
ボ
、
日

本
C
A
T
V
技

術
協

会
、

N
H
K
､日

本
民

間
放

送
連

盟
､衛

星
放

送
協

会
､
A
P
A
B
、
IP
T
V
フ
ォ
ー
ラ
ム

等

検
討
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
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リ
ニ

ア
サ

ー
ビ
ス

（サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
送
信
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
決
定
す
る
も
の
）

ノ
ン

リ
ニ

ア
サ

ー
ビ
ス

（受
信
者
が
送
信
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
決
定
す
る
も
の
）

※
Ｖ
Ｏ
Ｄ
サ
ー
ビ
ス
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

等
放
送
の

同
時
再
放
送

（地
上
/衛

星
放
送
の
再
放
送
）

自
主

放
送

(多
チ

ャ
ン

ネ
ル

等
)

（地
上
/衛

星
放
送
の
再
放
送
以
外
）

マ
ネ

ー
ジ

ド

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
等
が

管
理
可
能
な
ネ
ッ
トワ

ー
ク
で

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
も
の
）

オ
ー

プ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
も
の
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
(I
P)
を
用
い
た
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
と
IP
放
送

au
ひ
か
り

ひ
か
り
TV

（
衛
星
放
送
）

ケ
ー
ブ
ル

４
Ｋ

※
ＩＰ

マ
ル

チ
キ

ャ
ス

ト
方

式
に

よ
る

も
の

ひ
か
り
TV

（
ビ
デ
オ
サ
ー
ビ
ス
）

IP
TV IP
放
送

ひ
か
り
TV

（
地
上
放
送
）

全
国

地
域
限
定

ひ
か
り
TV

（
多
ch
、
自
主
放
送
ch
）

Yo
ut
ub
e

ニ
コ
ニ
コ

動
画

Ab
em
a
TV

DA
ZN

NH
Kワ

ー
ル
ド
TV

Ne
tf
li
x

TV
er

au
ビ
デ
オ
パ
ス

mi
lp
lu
s

イ
ン
タ
ー
ネ
ット
TV

Am
az
on

プ
ラ
イ
ム
ビ
デ
オ

ひ
か
り
TV
 ど

こ
で
も
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IP
放
送
の
イ
メ
ー
ジ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ

ＩＰ
Ｔ
Ｖ
の

う
ち
ノ
ン
リ
ニ
ア
サ

ー
ビ
ス
に
係

る
も
の

Ｄ

要
求
に
応
じ
た
情
報
の
み
送
信

ＤＣＢＡ
Ａ

ル ー タ ル ー タ

ル ー タ

①
Ｄ
を
要

求

①
Ａ
を
要
求

②
要
求
さ
れ
た
情
報
を

そ
れ
ぞ
れ
送
信

Ａ Ｄ

Ｄ
Ａ

中
継

局

直
近

の
収

容
局

⇒
通

信

ＩＰ
放

送
直

近
の

収
容

局

４
ｃ
ｈ

３
ｃ
ｈ

２
ｃ
ｈ

１
ｃ
ｈ

ル ー タ

全
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
同
時
か
つ
一
斉
に
送
信

４
ｃ
ｈ

３
ｃ
ｈ

２
ｃ
ｈ

１
ｃ
ｈ

２
ｃ
ｈ

３
ｃ
ｈ

４
ｃ
ｈ

３
ｃ
ｈ

２
ｃ
ｈ

１
ｃ
ｈ

水
門

を
開

け
る
イ
メ
ー
ジ

①
全
加
入
者
に

向
け
て
送
信

②
リ
モ
コ
ン
で
選
択

②
リ
モ
コ
ン
で
選
択

中
継

局

ル ー タ ル ー タ

⇒
放

送
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IP
放
送
の
現
状
と
課
題

IP
放
送
の

特
徴

・伝
送
路
を
柔
軟
に
利
⽤
して
放
送
･通
信
ト
ラ
ヒッ
ク
を
効
率
的
に
伝
送

(I
Pネ
ット
ワ
ー
クは
、放

送
⽤
と通

信
⽤
の
周
波
数
が
固
定
的
に
割
り当

て
ら

れ
て
い
な
い
た
め
)

・時
間
帯
や
利
⽤
状
況
等
に
応
じて
ト
ラ
ヒッ
ク
が
変
動
、パ
ケ
ット
の
遅

延
や
損
失
等
へ
の
対
処
が
必
要

(⼀
般
に
放
送
と通

信
の
トラ
ヒッ
クが
同
じ伝

送
路
を
共
⽤
等
す
る
た
め
)

IP
放
送
の
定
義

○
「ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ事

業
者
等
に
よ
る
IP
マ
ル
チ
キ
ャス
ト⽅

式
に
よ
る
通
信
」を
これ
ま
で
と同

様
に
「放
送
」の
定
義
に
含
ま
れ
る
と整

理
○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
等
に
よ
り、
ヘ
ッド
エ
ン
ド
か
ら
受
信
者
端
⼦
ま
で
の
区
間
に
お
い
て
、管
理
さ
れ
た
IP
ネ
ット
ワ
ー
ク
を
利
⽤
した
、

IP
マ
ル
チ
キ
ャス
ト
⽅
式
に
よ
る
通
信
で
あ
って
、放
送
法
に
お
け
る
放
送
に
該
当
す
る
も
の
を
IP
放
送
と定

義

IP
放
送
の
メ
リッ
ト

事
業
者
：
・I
P対
応
の
汎
⽤
的
な
設
備
に
よ
り放

送
サ
ー
ビス
を
提
供

⇒
設
備
の
設
置
・運
⽤
コス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
可
能
性

受
信
者
：
・放
送
とV
O
D等

の
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
享
受

・コ
ス
ト削

減
等
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
料
⾦
の
低
廉
化
が
期
待

受
信
し
た
放
送
信
号
を

IP
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
再
送
信

視
聴
者

ル
ー
タ
ST
B

○
管
理
さ
れ
た
Ｉ
Ｐ
ネ
ット
ワ
ー
ク

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ事

業
者
等
に
より
、伝

送
品
質
等
の
維
持
、

管
理
等
が
可
能
IP
ネ
ット
ワ
ー
ク

ダ
ウ
ン

コ
ン
バ
ー
タ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者

(ヘ
ッ
ド
エ
ン
ド
)

地
上
波

Ｂ
Ｓ
・

C
Ｓ ダ
ウ
ン
リ
ン
ク
（

12
G

H
z帯
）

UH
F

(4
70
〜

71
0M

H
z)

中
間
周
波
数

（
1.

0〜
3.

2G
H

z）

IP
パ
ケ
ッ
ト
化

⾃
主
放
送

【
⾃
主
制
作
、

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
】

4K
･8
Kを
含
む
IP
放
送

の
技
術
基
準
の
在
り⽅

○
RF
⽅
式
に
加
え
、柔

軟
に
伝
送
路
を
活
⽤
して
効
率
的
な
伝
送
が
可
能
な
IP
ネ
ット
ワ
ー
ク
を
利
⽤
した
放
送
⽅
式
の
検
討

○
IP
技
術
の
進
展
、ネ
ット
ワ
ー
ク設

備
の
⾼
度
化
、汎

⽤
化
、4
K･
8K
の
普
及
状
況
等

⇒
電
波
に
よ
る
放
送
等
の
伝
送
品
質
と同

等
程
度
で
柔
軟
性
の
⾼
い
技
術
基
準
を
検
討

○
ST
B

必
要
(テ
レ
ビに
機
能
内
蔵
の
場
合
有
)
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IP
放
送
の
技
術
基
準
等
に
係
る
検
討
事
項

IP
放
送
に
係
る
技
術
基
準
及
び
評
価
⽅
法
等
の
検
討

技
術
基
準
等
に
係
る
規
定
点
、受
信
宅
内
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
検
討

そ
の
他

○
IP
放
送
に
必
要
な
情
報
源
符
号
化
⽅
式
等
の
技
術
的
条
件
の
検
討

○
デ
ジ
タル
有
線
テ
レ
ビジ
ョン
放
送
⽅
式
の
搬
送
波
等
の
条
件
の
⾒
直
しに
つ
い
て
の
検
討

○
その
他
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビに
お
け
る
超
⾼
精
細
度
テ
レ
ビジ
ョン
放
送
の
導
⼊
に
必
要
な
技
術
的
条
件
に
係
る
検
討

伝
送

帯
域

提
供

す
る
放

送
サ
ー
ビ
ス
に
応

じ
て
、
必

要
な
帯

域
を

確
保

す
る
観

点

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ事

業
者
等
が
提
供
しよ
うと
す
る
放
送
サ
ー
ビス
の
提
供
条
件
に
基

づ
き
、映

像
、⾳

声
等
全
て
の
放
送
信
号
を
送
る
た
め
に
必
要
な
伝
送
帯
域
の
在
り

⽅
○
中
継
網
、ア
クセ
ス
網
の
それ

ぞ
れ
に
必
要
な
伝
送
帯
域
、統

計
的
⼿
法
を
⽤
い
た

伝
送
帯
域
の
算
出
⽅
法

受
信

者
端

子
、
技

術
基

準
等

に
係

る
規

定
点

の
考

え
方

多
様

で
複
雑

な
宅

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
生

じ
る
課

題
へ
対

処
す
る
観

点

○
IP
マ
ル
チ
キ
ャス
ト⽅

式
に
お
け
る
宅
内
の
伝
送
路
の
構
成
及
び
その
機
能
等
を
勘
案
した
受
信
者
端
⼦
の
考
え
⽅

○
受
信
者
端
⼦
に
お
け
る
規
定
を
原
則
とし
た
その
他
の
規
定
点
（
保
安
装
置
の
出
⼒
端
⼦
、受

信
⽤
光
伝
送
装
置
の
⼊
出
⼒
端
⼦
等
）
及
び
当
該
規
定
点
に
お
け
る
技

術
基
準
の
在
り⽅

サ
ー
ビ
ス
可

用
性

地
理

的
な
条

件
や
自

然
現

象
等

に
よ
る
受

信
障

害
等

を
考

慮
す
る
観

点

○
IP
ネ
ット
ワ
ー
クの
サ
ー
ビス
可
⽤
性
(技
術
基
準
で
規
定
され
た
値
を
算
出
で
き
る

確
率
の
設
定
等
)に
つ
い
て
、そ
の
要
否
及
び
必
要
とし
た
場
合
の
算
出
⽅
法

伝
送

品
質

通
信

ト
ラ
ヒ
ッ
ク
と
同

じ
伝

送
路

を
共

用
す
る
IP
放

送
に
お

い
て
、
放

送
の
同

一
性

・
同

時
性

を
確

保
す
る
観

点

○
⼊
⼒
端
⼦
に
お
け
る
⼊
⼒
信
号
を
、受

信
者
端
⼦
に
お
い
て
、実

質
的
に
誤
りを
⽣
じ

な
い
⽔
準
で
受
信
す
る
た
め
の
技
術
的
条
件
（
パ
ケ
ット
の
損
失
率
、遅

延
、到

着
時

刻
の
揺
らぎ
(ジ
ッタ
)等
）
の
在
り⽅

○
技
術
基
準
に
適
合
して
い
る
こと
を
実
⽤
的
に
確
認
で
き
る
よ
うな
適
切
か
つ
合
理
的

な
測
定
⽅
法
等

安
定

的
な
伝

送
の

た
め
の
措

置
災

害
情

報
や
地

域
情

報
の
提

供
な
ど
の
公

共
的

役
割

を
担

う
た
め
、
番

組
を
安

定
的

に
伝

送
す
る
観

点

○
安
定
的
な
伝
送
を
⾏
うた
め
に
必
要
な
放
送
トラ
ヒッ
クの
優
先
制
御
、専

⽤
帯
域
の

確
保
等
の
措
置
の
在
り⽅

○
優
先
制
御
等
を
⾏
う技

術
的
⼿
段
、運

⽤
等
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